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1．はじめに
（１）手書きの機会

ワープロ文化の時代である。手書き文字によ
る表記が減っており、日常生活の中で手書きの
文字を目にする機会が少なくなっている。

しかし、本学の学生にとっては、手書きする
（手書きしなければならない）場面・物は決し
て少なくない。

平常の
・学習の整理（ノート）
・学習後の振り返り票
・試験の答案やレポート
・模擬保育・授業の指導案

に加えて、実習時には
・実習の課題と抱負
・指導案
・実習日誌
・実習の反省と課題
・現地調査報告書
・お礼状

の記述があり、就職すれば
・園児や遊具の名前
・壁面の掲示物
・指導案
・保育日誌
・保護者への連絡帳
・クラスや園のお便り
・日直時の園の活動記録

など、まだまだ手書きで表記する機会が残って
いる。

（２）誤表記の恐れ
手書きの文章で大切なことは何だろうか。文

字が上手に書かれていることも大事なことでは
あるが、何より重要なのは「誤字がない」とい
うことである。古典的と言える事例、「恋しい」
が「変しい」と誤表記された手紙を受け取った
相手の心情は、容易に想像できよう。

誤字があると、内容がどんなに良くても、そ
の文章の価値を下げてしまうし、場合によって
は信頼関係を損なうことにもつながってしまう
のである。

ワープロ使用でなく手書きであるが故に、誤
字が出現する割合も高くなるとも考えられる。
だからと言って、誤字があってもしかたがない
ということにはならないはずである。私たちは
文字に頼った生活をしている。文字の働きやそ
の有効性・優位性を知っている。だからこそ私
たちは、普段から、「誤字を書かない」という
ことに、もっと神経を使う必要がある。

２．ねらい
前述のように、本学の学生には、現在も将来

も手書きで文字を書く機会がたくさんある。学
生は誤字を書いていないか。提出された物を見
ると、残念ながら誤字が散見する。

そこで、本研究においては、次の２点をねら
いとした。

①学生の漢字誤記の実態をとらえる。
②漢字を正しく書こうとする意識を育てる
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３．方法と内容
（１）誤表記調査
①調査対象

対象は、本学の保育コースの２年生 150 名
が「保育・教育実践演習」の授業後に書いた
振り返りの文章とした。12 行の罫線が引かれ
た用紙に 8 分程度の時間で書いたものである。

（後掲資料①参照）
グループによって日時は違うが、講義に続け

て少人数集団での話し合い、発表による交流と
いう同じ形態・内容で実施した授業である。5
グループのうち、グループＤのみ記入時間が多
少短くなってしまった。そのため他のグループ
に比べて分量がやや少ないものの、記入はでき
ている。

150 例中、分量が最も少ないもので 4 行、
多いものは枠外にはみ出す形で 13 行になって
いる。10 行前後記入している例が、大多数で
あった。
②調査方法

学生の記入した文章それぞれについて、使用
されている漢字数と誤表記の数を延べ数で調べ
た。ただし、次のような条件を設定して調べる
こととした。

・書体による点画の変形や省略は誤りとしな
い。「 」「 」など

・漢字とかなの使い分けで、かなで書くべき
ところを漢字で書いたものは対象としない。
「～という事が」「～の様に」など。

・代表する漢字で書いてかまわないところを、
場面や状況を考えて使い分けているものは、
誤字にしない。「聞」と「聴」など。

・漢数字で書くべきところをアラビア数字で書
いたものは、カウントしない。「１人（ひと
り）」「１部分」など。

③調査結果
150 例中、最も漢字の使用が多かったもの

が延べ 154 字、最も少なかったものが延べ 36
字であった。その中で、誤表記が見られたのは
38 例であった。

使用漢字総数（延べ数）は 13080 字、誤表
記総数（延べ数）は 68 字で、総数に占める誤

表記の割合は、0.52％であった。（資料②参照）
誤表記は、重なりがあったが、集約して異な

りの数を調べると、31 種類見られた。部首モ
ンガマエを略字で書いたものは、5 例あり、同
じパターンの誤字とまとめて考えることもでき
るが、ここでは文字単位で整理することとした。
事例は以下のとおりであった。
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では、これら 31 種類の漢字は、どの時期に
学習されたものであろうか。文部科学省の示す
学年別漢字配当表１）によると、次のように整理
できる。

配当学年 漢字

小学２年生 考、会、聞、間、後、声

　　３年生 者、重、育、葉、開、意、想

　　４年生 象、達、単、改、関

　　５年生 授

　　６年生 臨、供、閉

中学生以上 環、徐、響、致、褒、汲、獲、彙、
恥

④傾向分析
・150 例中 38 例に誤表記が見られた。これ

は全人数の 25％に当たり、4 人にひとり
が誤表記をしていることになる。調査対象
を広げれば、さらに割合は高くなるだろう
と考えられる。

・漢字の誤表記は 0.52％であり、高い数字
ではないとも言える。しかし、学生は、多
くの場合、知らない漢字は書かないし、不
確かな漢字も書かない。知っている漢字、
自信のある漢字として使用しているにも拘
わらず、これだけ誤表記があるということ
は、見過ごすことのできない状況にあると
考えられる。

・長い文章になれば、使われる漢字の数も
多くなるのは当然のことである。しかし、
漢字の使用数が多くなれば誤記も増えると
は、必ずしも言えない。

・学習の形態や内容、話題が共通なので、誤
りやすい漢字も同じもの、同じ箇所になっ
ている事例が少なからず見受けられた。今
回の調査では、対象を限定して調べたため
に、広い範囲にわたって漢字の誤記が出現
しているのかどうかについては、確かめら
れなかった。

・小学校 2 年生の学習漢字から誤字が出現
しており、低学年での学習漢字だから誤字
が少なく、高学年や中学校で学習する漢字

だと誤記が多く見られるということも、当
てはまらない。

（２）書字意識の調査
①調査対象

誤表記の調査対象になった学生と同じ学生
150 名。すでに幼稚園や保育園での実習を終
えている学生である。
②調査方法

これから先保育活動をしていくうえで、さら
に磨いていきたい言語能力は何だと考えるか。
順位を付けて三つ挙げてもらった。選択肢は次
の通りである。

ア　話を聞く力
イ　話す力
ウ　読む力（読み聞かせもこちら）
エ　書く力（文章に書き表す力）
オ　文字力（特に漢字を正しく使う力）
カ　まとめる力（聞いたり読んだりしたことを）
キ　その他

③結果
有効回答数は 149 であった。選択肢ごとの

指摘数は以下のとおりであった。

１位 ２位 ３位

ア 話を聞く力 26 24 16

イ 話す力 74 39 20

ウ 読む力   3   8 22

エ 書く力 14 25 28

オ 文字力   3   9 24

カ まとめる力 29 43 39

キ その他   0   2   1

  数字は指摘された数
その他の２位の回答は、「ボキャブラリー」「説

明する力」であった。
この回答内容に、１位は３点、２位は２点、

３位は１点を与え整理してみると、以下の表の
ようになる。
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得点 ランク

ア 話を聞く力 142 3
イ 話す力 320 1
ウ 読む力   47 6
エ 書く力 120 4
オ 文字力   51 5
カ まとめる力 212 2

④傾向分析
昨年度も同じ調査をして結果を得ている2）。

本年度の調査結果を昨年度のものと比べてみる
と、アの「話を聞く力」とエの「書く力」の順
位が入れ替わっているが、それ以外は同様の結
果となり、同じような傾向にある。

実習で苦労してきたこともあって、学生の意
識は「話す力」や、聞いたり読んだりしたこと
を「まとめる力」に多く向いている。漢字を正
確に書く「文字力」は 3 位での指摘が多く、
ポイントランクでは 5 位となっている。学生
の関心の度合いは、かなり低いと言える。

３．指導
（１）ねらい

この調査で明らかになった漢字の誤表記は、
誤って書いてしまうかも知れない漢字の一部に
過ぎない。他のものを調査すれば、さらに別
な誤表記の事例が見つかってくる。どの漢字
も誤表記される虞があると考えてもよいぐら
いである。

私たちの生活において漢字の存在は大きく、
漢字を使わずに済ますわけにはいかないこと
も、明らかである。

漢字の大切さを知りながらも誤字を書いてし
まう学生の指導では、どのようなことを考えて
漢字を書くのか、学生の書字意識を高めること
によって、改善を図っていくことが重要になっ
てくる。

そこで、書字意識を高めるための指導のねら
いとして、次の３点を設定した。

①漢字の誤記は他人事ではなく、自分にも起
こりうることだという意識を持たせる。

②基本的なことがら（文字の働き、漢字の特
徴や有効性、漢字使用の目的など）を再確
認させる。

③誤表記の傾向を認識させ、正しく書くため
の留意点を理解させる。

（２）指導計画と実践
①構想
【導入・意識づけをする】

最初に、説明なしの状態で、漢字の書き取り
をする。正確に書けたかどうかは直ぐに確かめ
ず、漢字に意識を向けさせる。

設問には、今回の調査で見られた例に加えて、
これまでに現れたことのある例も入れる。「同
じ読みをする別字。形が似ている場合と形が似
ていない場合」「違う読みをする別字。形が似
ている」「点画の過不足」「画の変形」「文字と
して認められない字（略字、存在しない創作文
字）」の五つの方向から、計 10 問設定する。
【文字の特性を認識させる】

文字とはどんなもので、どんな役割を担って
いるものなのか、「表す」「伝える」「残す」の
三つの働きを捉えさせる。他の手段に比べた文
字の優位性を理解させる。
【漢字の特性を理解させる】

漢字を用いて表記することで、どのような効
果が出てくるのかを考えさせる。表意文字なら
ではの働きに気づかせる。
【誤表記の傾向を捉えさせる】

冒頭に実施した書き取りの誤表記の例を示
し、どこが誤っているのかを考えさせる。それ
らの誤表記がどんなパターンなのか分類させ、
傾向を捉えさせる。
【対策を理解させ、心構えを作らせる】

どのようなことをすることによって誤表記を
少なくすることができるか、考えさせる。

今後の学習や書字活動にどう生かしていくか
を考えさせる。
②実践

初等教育コース１クラス 15 名に対して実践
した。時間は 60 分、指導の流れは以下の通り
である。
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過程 　学　　習　　活　　動　 留　　意　　事　　項

導入

展開
（１）

展開
（２）

・漢字の書き取りをする。

・本時の学習課題を知る。

・文字の定義をする。

・文字の使用目的を考える。

・日本語を表記する文字の種類を挙げる。

・漢字の特性を考える。
①次の例文を漢字を使って表す。
「はははははじょうぶだ。」
「コウテイ」
「いやぁ～、れいぐうされたよ。」

②漢字を使う意味・効果を理解する。

・誤表記に気づき指摘する。

・誤表記の傾向を考え、分類する。

・あえて何の説明もせずに、10 問の書き取
りをさせる。

・5分経過後、回収する。

・スマートフォンの辞書機能を使わせて文字
とは何かを確認させる。

・記号の一つであることを意識させる。

・文字には「表す」「伝える」「残す」という
目的があり、この目的を果たすためには文
字を「正しく」使うことが大切であるとい
うことに気づかせる。

・漢字、ひらがな、カタカナ、ローマ字の 4
種類があること。一般的な文章では漢字が
最も多く使われていることを確認する。

・ひらがなやカタカナの部分を漢字に直して
表記させる。
一例目は、「ha」「wa」の読み分けをしなが

ら同じ文字の繰り返しから「母は歯は」と表
現できることに気づかせる。

二例目は、同音の熟語が多数あることに気
づかせ、できるだけ多く挙げさせる。

三例目は、正反対の意味の熟語があること
に気づかせる。

漢字を使うことによって
「区切りが明確になり、意味が分かりや
すくなる」

ことを理解させる。

・冒頭に実施した書き取りに誤った答えを書い
たものを配付し、どこが誤りかを指摘させる。

・誤用のパターンとして次のようなものがあ
ることに気づかせ、10 個の誤りがどこに
当てはまるか、分類させる。

・「同じ読みをする別字。形が似ている場合
と形が似ていない場合」

・「違う読みをする別字。形が似ている」
・「点画の過不足」
・「画の変形」
・「文字として認められない（略字、存在し
ない創作文字）」
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まとめ ・漢字使用に当たって留意すべきこと
を確認する。

・学習内容を振り返って、分かったこ
と、考えたことなどをまとめる。

・大前提となる態度や学習習慣を確認させ、
漢字の誤りを減らすためにどうすべきかを
考えさせる。

・振り返り用紙を配付し、気づきや思いを記
入させる。

・用紙を回収。
・本時の学習の要点を口頭で確認する。

授業中に使用するプリント（わざと誤表記をしたもの）
授業中に使用するプリント（わざと誤表記をしたもの）
授業中に使用するプリント（わざと誤表記をしたもの）
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ワークシート（太字の部分は板書の結果）
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（３）指導を終えて
①漢字練習の結果

授業の冒頭で行った漢字練習の正答率と誤記
の例は以下のとおりであった。

№ 正解 正解率 誤記例

1 不可欠
・

　66.7％ 不可決 5

2 一致
・

86.7 到　秩

3 達
・
成 80　 3

4 関 100 　

5 発揮
・

73.3 起 3 輝

6 環
・
境 86.7 2

7 汲
・
む 13.3 組 7 扱渥

無回答 4

8 褒
・
める 20　 5

9 改
・
めて 100 　

10 徐
・
々に 26.7 除 10 序

②学生の学び
授業後の学生の反応は、記述したものから引

用すると、次のようであった。
【学習の意義】
・漢字の必要性は認識していたが、改めて考え

る良い機会となった。児童に対して漢字の利
用を徹底していくときに、児童に重要性を理
解させる方法の参考となった。

・授業最初の漢字テストを受けて、漢字のミス
を例にあげて、何故間違えたのか、正しい漢
字だと断定する理由などを考えながら、漢字
の成り立ちや正しく覚える方法を、自然と自
分で考え、知ることができました。テストの
意図が授業の最後に分かりました。小学校
教師を目指す上で基礎となる講座だと感じ
ました。

・今回の授業を通して、改めて日本語について
分かりました。「文字」とは何で、何のため
のものなのか、考える機会がないと考えない
と思うので、良い機会になりました。

【文字や漢字に対する認識】
・今回の漢字テストで自分の実力の無さがわ

かった。

・私たちが普段使っている言葉は、深く考える
と意外に難しいなと感じました。日本語表記
には四つもあり、それを自然と使いこなして
いるので、自然に身につくものはとても素晴
らしいなと思いました。児童も文字の意味や
漢字の意味について知ったほうがいいなと思
いました。その方が、もっと文字や漢字に興
味をもつことができる児童が増えると思いま
す。

・日本語は同じ読み方などあり、難しい表現の
文字だと思いますが、奥が深く美しい言葉が
多いので正しく使っていきたいと思います。

・文字について考えることは今まで一度もな
かったので、調べたり考えたりできて良かっ
たです。

・漢字で表すことで、ひらがなやカタカナでは
分からないものの意味も分かるので、すごい
ものだと感じました。

・今日の学習を通して、私たちが普段使ってい
る日本語について改めて考えることができま
した。特に漢字については、意味を持った表
意文字であるため、意味まで理解して書くこ
と、確認として、音読みのものは訓読みをす
ること、訓読みは熟語にしてみることなどの
ポイントを知ることができました。

・普段当たり前に書いている文字について、今
回の授業で深く学んだことで、今まで気にし
ていなかったことにも気がつくことができま
した。まず、文字のはたらきについてです。
伝えること、記録すること、表現することの
三つについて、自分だけの力で考えたときに
は出てきませんでした。それほど文字は日常
的な生活になじんでいるのかなと思いました。

・ひらがな・カタカナ・漢字・ローマ字など
多数の文字を使用しているのは日本独自なの
で、もっと日本の文字に対して意識を高めて
いきたいです。

・普段当たり前に使っている文字の意味を考え
てみて、何のために使うのか、使うことによっ
て何が変化するのかが明確になりました。

【漢字使用に対する意識】
・意味を考えながら漢字を書くということが、
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とても印象に残っている。
・文字が「表す、伝える、残す」という大きな

三つの目標を果たすためにも、「正しく使う」
ということがとても重要だなと改めて思いま
した。

・ 漢字なども似ている漢字とまちがえていた
り、点画の過不足があったりと、自分自身も
まちがえているところもあったので、普段か
ら辞書を引いたりして、正しい文字を書いた
り使ったりしていきたいと思いました。

・「５誤用のパターン」の部分で、普段漢字を
使う上で何を間違えやすく、どこに注意すべ
きかを学べたので、日常生活でも活かしたい
と思います。「６漢字使用に当たって留意す
べきこと」の部分で、「意味」「音読み」「訓
読み」を意識することで、漢字をより深く理
解し、覚えられるということなので、意識し
ていきたいと思います。

・どれもよく使いそうな使用頻度の高い漢字で
すが、間違いやすい漢字だと思います。自信
満々で解答したのですが、間違えていた漢字
もあり、留意すべきことを教えていただき、
なるほどなと思いました。以後気をつけて取
り組みたいと思います。

・漢字を覚えるのはとても苦手だったので、意
味を意識すると覚えやすそうだったので意識
したいと思いました。

・漢字テストも分からない漢字や間違っていた
ものも多かったので、意味を考えながら書く
ことを心がけ、はねるところや点や線にも気
をつけるようにしたいと思います。

・間違いやすい漢字の種類分けをしたことで、
少しでも間違いを少なくできるのかなと思い
ました。

・漢字を学習するコツや、どうしたら漢字を表
現できるのかという部分が、全然分かってい
ませんでした。文字というもののそのものの
存在している意味、使い分けることの大切さ、
相手のことを考えて内容や文字を使うという
ことを、理解できました。

・子どもたちは漢字に対して苦手意識を持って
しまうこともあると思う。そうならないため
に、しっかりと成り立ちや意味を教え、ゲー

ム感覚で覚えられる場を作ることが大切なの
ではないかと思った。

・私は小学生の頃から漢字を書くこと、覚え
ることが好きでした。漢字の小テストも得意
だったので、久しぶりにやってみて楽しく感
じました。ですが、答え合わせをしてみると、
間違いが多かったので、復習しなければなり
ません。先生になる立場として書き順や意味
もきちんと理解し、覚えていくことが大切だ
と思いました。

４．おわりに
わざわざ間違えようとして漢字を書く人はい

ない。注意不充分な状態で書くことで誤記が出
現するということが、学生の記述内容からも分
かる。

今回の調査及び指導を通して、誤字を書かな
い認識を持たせるための働きかけとして確認で
きたことは、次のようなことになる。

① 自分は大丈夫と思わず謙虚に取り組む。
② 文字特に漢字の働きを理解する。
③ 誤字が出やすいパターンを意識し、対策法 

を試して、誤字を防ぐ。

漢字は、もちろんきちんと覚えることから始
めなければならない。漢字も他のものと同様に、
初めにきちんと正確に覚えておかないと、後で
修正するのが難しいものである。

どうやって覚えていくべきなのか。例えば、
一つ一つ覚えるのではなく部首や音符を手がか
りに覚えていく方法が提唱されている。（漢字
塾太郎『【新】漢字のおぼえ方』p.51 ～）

また、大村はま氏は次のように述べている。
「生活のどんな場面なのか、どんな人の、ど

んな動作、どんな気持ちを表すために、そのこ
とばが使われているのかどんな考えかたなのか
で、その漢字をふくむ熟語が使われているのか、
そういうことを考えながら―そういうことがわ
かって、漢字を書いてほしいからです。ひとつ
の場面、ひとつのふんいきのなかにいっしょに
身をおいて、ことばを、漢字を書いてほしいの
です。そうしてこそ、ほんとうに使えるように
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漢字を身につけられると思うからです。」（『や
さしい漢字教室』p.9）

漢字は、道具の一つに過ぎないが、「表す」
「伝える」「残す」ということを通して、日常生
活だけでなく人間関係をもスムーズにする大き
な働きをしている重要なものである。だからこ
そ正しく使用することが何よりも重要であると
いうことが、この学習を通して学生に理解され
たと考える。誤字の減少を期待していきたい。

５．引用・参考文献
1）文部科学省『小学校学習指導要領解説　国語
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2）鈴木健一「子どもの言語環境―保育士を目

指す学生が学ぶべきこととは―」千葉敬愛短
期大学紀要　第 39 号（２）2017　p.231

・『大修館　最新国語表記ハンドブック』大修
館書店　2012

・漢字塾太郎『【新】漢字のおぼえ方』太陽出版
2011

・大村はま『やさしい漢字教室』共文社 1981
・金田一春彦『日本語の特質』NHK 出版 2007
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言葉を正しく使うために

・誤表記なしの例（使用漢字延べ 154 字）

・誤表記ありの例（使用漢字延べ 106 字、誤表記１字（除々）

資料①
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 資料②  個人別漢字の使用と誤表記の数一覧  
                               数字はいずれも延べ数 

 
№ 

グループＡ グループＢ グループＣ グループＤ グループＥ 
漢字数 誤 漢字数 誤 漢字数 誤 漢字数 誤 漢字数 誤 

1 154 0 131 2   87  0   70  0   86  0 
2  96 0 110 0   86  0   43  1   69  0 
3 107 0  76 1 152   3   46  1   61  0 
4  90 0  86 2   91  0   60  0  103  0 
5 125 0 86 0  127  0   65  0   71  0 
6 83 0 102 0   57  0   59  0   87  0 
7 104 0 125 0   91  0   51  0   51  1 
8 141 0 111 2 113   1   91  1  112  0 
9 105 0 102 0  101  0   64  0   59  0 

10  95 0 105 0  112  0   79  0   71  0 
11 101 2 116 2   79  2   98  0  107  0 
12  49 5  85 0   71  0   82  0   75  0 
13 106 1 120 7   71  0   79  0  125  0 
14 106 0  93 0  116  0   52  1  106  2 
15 103 0  82 0  115  0   87  0   98  0 
16  94 0  92 1  105  1   84  0   64  0 
17  88 1 115 1   73  0  100  0   83  1 
18  68 0  93 2   58  1   49  0   36  0 
19 86 0  84 0   99  0   69  0   71  0 
20  72 1 101 0  102  0   61  0  103  1  
21  79 0  72 0  120  1   85  2   92  0 
22  57 5 121 0   78  0   58  0   61  0 
23  83 0 100 1   78  0   95  0   60  0 
24  91 0  88 0  104  0   80  0  106  1 
25  86 1  47 0   89  0   43  1  106  0 
26  89 0  54 0   70  1   56  0  109  0 
27  58 0     94  0   59  0   84  0 
28  81 0    118  0     88  0 
29  77 1     88  0    110  0 
30  80 0    110  0    102  1 
31  87 2    107  4    100  0 
32      111  0     
33      102  0     
34      101  0     
35      135  0     

 


